
中学校	 外国語科（英語）学習指導案 
指導者	 	 瀬戸口	 茂久	  

日  時	 	 平成 28年 10月 15日（土）	 第 2限（10：35～11：25） 
場  所	 	 第 4研修室 
学年・組	 	 中学校 3年 C組	 40人（男子 20人，女子 20人） 
単  元	 	 Lesson 5	 Places to Go and Things to do (New Crown English Series 3 	 三省堂) 
目  標  １．与えられた情報から取捨選択し、必要な情報を読み取る。（外国語理解の能力） 
	 	 	 	 	 	 ２．自分の考えを論理的な英文で書く。（外国語表現の能力） 
	 	 	 	 	 	 ３．自分の考えや事実を読み手に正しく伝える。（外国語表現の能力） 
 
指導計画（全７時間） 
	 第一次	 教科書本文の内容や言語材料の理解	 2時間 
	 第二次	 教科書を活用しながら、論理的な英文の書き方を学ぶ	 2時間 
第三次	 与えられた情報を取捨選択し、目的に応じた読みを行う。1時間 
	 	 	 	 読み取った情報をもとに、相手を意識した論理的な英文を書く。2時間（本時 6/７） 

 
授業について 
本課は「行ってみたい場所とそこでしたいこと」について、3人の生徒が意見を述べている（Part1

～3）。発展的な学習の場としてPart	3 に続き USE-Read セクション（生徒のスピーチ原稿	[3段落構

成、257	 words]）と USE-Speak セクションが用意されている。USE-Speak セクションでは行ってみた

い場所についてスピーチを行う活動がテキストでは提案されているが、今回は本研究大会のテーマと

絡め、他者との話し合いを通じて、多くの情報から取捨選択しながら最終的な意見を述べる（書く）

活動にした。	

本年度は授業冒頭で『基礎英語３』をテキストとして、聞き取り活動、内容に関する Q&A、テキス

ト内の題材をもとに自分の意見を述べる、ペアでのスピーキング活動を取り混ぜながら帯活動として

行っている。また、各学期に１～２度程度、比較的長い英文を書く活動を、グループ学習を通じて行

うように目標を設定した。１学期は教科書の落語のテキストを、客観的な物語文に書きかえる作業を

行った。その際、実際の英語落語の映像を視聴させ、教科書には述べられていない箇所も加え、まと

まったストーリーを仕上げることを目標とした。本授業は２学期に行う、書く活動の１つである。	

本クラスの生徒は、聞き取る力、読み取る力については比較的高い力を有しているが、表現する力

については、まだ指導の余地が多い。特に書くことに関しては、１学期を通じて意欲的に参加するよ

うになってきたものの、まとまりのある文章や、読み手を意識した英文をつくるためにはこれから十

分時間をかけて指導していく必要があると感じている。そのため、２学期は読み手を意識したまとま

りのある英文が書けるようになることを大きな目標の１つに設定した。	

 
題 目	 協同的学習を取り入れた深い学びを目指す授業 
 
本時の指導目標 
	 １．選択した必要な情報を的確に相手に伝えることができる。（外国語表現の能力） 
	 ２．必要な情報を的確に聞き取り、メモすることができる。（外国語理解の能力） 
	 ３．読み取った情報をもとに、読み手を意識した論理的な英文を書く。（外国語表現の能力） 
 



本時の評価規準（観点／方法） 
	 １．必要な情報を的確に聞き取り、整理できる。（外国語理解の能力／ワークシート２） 
	 ２．情報を整理しまとめ、首尾一貫した意見述べることができる。 

（外国語表現の能力／ワークシート３） 
 

本時の学習指導過程 
学習内容 学習活動 指導上の留意点 

本時の流れと目標提示 
 
 
 
 
本時活動 1 
グループ活動１ 
 
 
 
本時活動 2 
グループ活動２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
振り返り＆ 
フィードバック 

 

 
 
 
 
 
・	 多くの情報の中から集めた、

必要な情報を相手に伝える練

習 
 
 
・	 必要な情報を的確に相手に伝

える。（話し手） 
・	 必要な情報を的確に聞き取

り、メモをする。（聞き手） 
 
・	 話し合いを通して情報を整理

する。 
・	 論理的な英文を作成する。 
 
 
 
 
 
 
・	 モデルの企画案と比べながら

振り返りをする。 
 

 

・	 作成する英文の目的を意識さ

せる。（何のために書くのか。

読み手が誰であるのか等） 
 
 
・	 キーワードをしっかり伝え、相

手の顔を見ることを心がける。 
 

 
 
 
 
 
 
 
・	 読み手を意識した英文を作成

するように促す。 
・	 論理的な英文の構造や展開と

はどのようなものであったか

を注意喚起する。 
・	 質問があれば支援する。 
 
 
 
・	 読み手を意識した英文という

視点を意識させ、内容面、構造

面で振り返ることを促す。 
 

備考 
 

 
 
 
 
 



３．反省と課題 

（１）今までの学習と本時とのつながり。 

 
 
 
  



配付資料 

 
 
  



 

 
 
  



 

 
 

  



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 
 

  



 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

 

  



（２）授業後のまとめ 

	 授業内で予定していた振り返り活動ができなかったため、授業後に行った。振り返りは①「各グル

ープから英文を聞き取る際のメモの取り方」、②「メモを元にして作成した旅行の企画案について」の

２つの観点について行った。以下にそれぞれについて生徒のコメントを記す（重複する意見は集約し

てある）。また、上記の２つの観点以外のものを、③「その他」として載せた。なおコメントの（	 	 ）

内は筆者が補足した箇所。 
 
①英文のメモの取り方に関して 
・	 聞き取れないところもあったけど大体（企画は）書けた。 
・	 数字が聞き取りにくかった。 
・	 聞き取りが難しかったが、お薦めするのに必要な言葉だけは最低メモ出来るように頑張った。 
・	 聞き取れずメモ出来なかったところが書ききれず、文章が不自然になった。 
・	 だいぶ省略しながらメモをとれるようになってきたが、もっとフレーズで覚えながら聞かねば

いけないと思う。 
・	 長い単語は略してメモを取り、時間を短縮したい。 
・	 動詞のキーワードをもう少し書く必要があった。 

 
②意見文の作成に関して 

[文法面] 
・	 前置詞を使うのに迷ったところがあった。 
・	 目的語が抜けていたり複数形を間違えたりした。 
・	 三単現の sなど今回も間違えた。余計なものを書いていることも多い。 
・	 冠詞の間違いがあった。 
・	 複数形や過去形などの間違いが多く、文法力が必要だと思った。 
・	 キーワードから英文を作るので、ある程度英文は作れるが（文法的に）不安定な部分もある。 
[表現面] 
・	 語彙力が足りない。 
・	 主語が途中から変わっていた。 
・	 少し表現を付け加えたり、習った表現を入れたり出来たのがよかったと思う。 
・	 モデルのような表現が出来ていなかった。キーワードは書けたが、つながりを意識して英文を

書けなかった。 
[英文の構成] 
・	 情報を単に羅列しただけになってしまった。 
・	 3つの理由に分けてそれを例示したりして詳しく説明できた。 
・	 Firstや For these reasonsなど、いつも通り使えてよかった。（意見文を述べる）英文の構造
に慣れてきた。 

・	 英文（構成）の順番を変えられたらもっとわかりやすくなったと思う。 
・	 （お薦めのポイントに関する）1つの理由に 1センテンス加えることができたと思う。 
 [内容面] 
・	  “John likes ….”, “Jane is fond of ….”, などスミス家（読み手）の立場にたって書けた。 

 
 
 



③その他 
・	 もっとスラスラと言えるようになればもっと聞き取りやすいと思った。 
・	 よく書けなかったが、みんなが助けてくれた。 
・	 班のみんなで意見を出し合って英文を作っていくのが楽しかった。 
・	 時間がなかったけどなんとか最後まで書けてよかった。 

 
（３）概括 

	 今回の授業案において、活動における英語の使用という観点でとらえると、①「与えられた情報の

中から必要な情報を取捨選択する」、②「選択した情報を伝える」、③「聞き取った情報をキーワード

でメモする」、④「メモした情報を統合し、グループ協議を通じ最終的な意見を構築する」の、大きく

4つの活動に分けられる。 
①の活動はまず教科書の Reading教材を利用した Q&A から始まり、次に GTEC や新聞の切り抜
き等を利用し、不必要な情報も混在するテキストから、授業者が与えた問いの答えを時間内に探す活

動へと進めた。最終活動として、前時に、各観光地の情報とスミス一家の情報にもとづき、必要な情

報を整理する活動を行った（添付資料参照）。平素の授業で生徒は授業者が与えた問いに答える活動に

終始したが、今回のような授業が特別な活動ではなく、日常の授業とリンクしたものと意識させるた

めには、日頃から、話題になっていることがらを英語の新聞や雑誌から紹介したり、それらの記事を

簡単な帯活動などとして利用したりしながら、道具としての英語を意識させていくことが必要である

と感じられた。 
②と③の活動は本来表裏一体であるが、日常の授業では分けて訓練した場合もあった。②は基礎英

語や教科書の会話文を利用して、英語の強弱のリズムを意識させたり、授業で扱ったトピックと関連

させてオリジナルのスキットを作らせ対話させたりした。また、③の聞き取り・書き取り作業は、基

礎英語の Dictation を帯活動として行ったり、Dictogloss で、メモの取り方の練習を行ったりした。
発展的にはDictoglossの際に生徒が原稿読み、それを生徒が書き取る活動なども行った。しかし、ま
だまだ読みの指導と技術が足りていないようである。今回生徒の感想にもあるように聞き取りや書き

取りの問題はそこだけにあるのではなく、むしろ読む力に問題があるようである。今回の活動を生か

し、さらに読みの指導に力を入れていきたい。教授者だけでなく生徒自身も今回のような活動がある

ことで、読みの大切さを実感できたのではなかろうか。 
④の活動が本授業のメインの活動になる。意見文の書き方については、GTECなどの外部試験を受
ける際に、英文の基本的な構成や論理の展開などの基礎を指導してきた。また、前述のDictoglossの
活動の中にも、意見文を取り入れ、基本の型をまねさせることから始めた。まだまだ指導をし始めた

ばかりであるので、全体的な指導に加え、この度のような協同的な学習を取り入れつつ、深い学びの

ある場を作って生きたい。 
全体としては、教材の準備に膨大な時間を費やし、頻繁にできる活動ではない。しかしながら、生

徒に英語を生きた言葉として使用する場面はやはり必要であると考えられる。1年に 1つを目標に教
材開発をし、最終的には 1学期に 1度、擬似的ではあるが、実際の言語使用に近い場を提供すること
ができればと考えている。そのためには生徒が興味を持てる活動を、より現実的な場面設定で作成す

るなど、多くの課題をクリアしなければいけない。 
 


